


 
  

試
験
結
果

の
ま
と
め
表
（
案
）

 

ア
ジ
ピ
ン

酸
ジ
-
2
-
エ
チ
ル
ヘ
キ
シ

ル
 

（
１
）
生

体
内
(
in
 v
iv
o)
試
験

 

μ
g/

kg
/d

ay
 

m
g/

kg
/d

ay
 

実
施

機
関

 
試
験
区
分

 用
量

 
 

15
 

15
0 

1.
5 

15
 

60
0 

備
考

 

環
境
省

 
１
世
代
試
験

 
Ｄ

 
Ｃ

 
F0

母
動
物
：
体
重
増
加
量
の
低
値

 
Ｃ

 
F1

雄
：
血
中
テ
ス
ト

ス
テ
ロ
ン
濃
度
の
低
値

 
Ｃ

 
F1

雄
：
血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
濃
度
の
低
値

 
Ａ

※
 

強
制
経
口

42
日
間

 

子
宮
増
殖
ｱ
ｯｾ
ｲ
 

 
 

 
 

 
実
施
中

 
経
済
産
業
省

 
ﾊ
ｰ
ｼ
ｭ
ﾊ
ﾞｰ
ｶ
ﾞ
ｰｱ
ｯ
ｾ
ｲ
 

 
 

 
 

 
実
施
中

 
注
）
Ａ
：
影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い

る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)
付
近
で
有
意
な
所
見
が
認
め
ら
れ
た
。
 

Ｂ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
。
 

Ｃ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
が
、
生
理
的
変
動
の
範
囲
内
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
 

Ｄ
：

有
意
な
反
応
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

Ｓ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
、
追
加
試
験
を
実
施
中
。
 

Ｐ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る

。
 

経
済
産
業
省
が
行
っ
た
試
験
結
果
（
－
：
陰
性
、
＋
：
陽
性
）
 

＜
※
Ａ
で
認
め
ら
れ
た
所
見
＞
 

＊
F
0
母
動
物
：
肝
臓
（
絶
対
・
相
対
）
重
量
の
高
値

 

＊
F
1
哺

育
児
：
死
産
児
数
の
高
値

、
離
乳
率
の
低
値
 

＊
F
1
雄

：
血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
濃
度
の
低
値
、
総
奇
形
精
子
率
・
頭
部
奇
形
精
子
率
の
低
下
 

＊
F
1
雌

：
子
宮

ER
α
mR
N
A
発
現
量
の
低
値
 

（
下
線
部

は
、
報
告
例
の
得
ら
れ
た
所

見
）

 
 （

２
）
試

験
管
内
(
in
 v
it
ro
)
試
験

 
実
施
機
関

 
試
験

区
分

 
試
験
結
果

 
試
験
濃
度
範
囲

 
ER

α
競
合
阻
害

 
4.

5×
10

-7
M

に
お
い
て

8%
 

10
-1

1 ～
10

-4
M

 
ER

β
競
合
阻
害

 
10

-6
M

に
お
い
て

3%
 

10
-1

1 ～
10

-4
M

 
E-

sc
re

en
 

－
 

10
-9
～

10
-4

M
 

AR
ﾚ
ﾎﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼﾞ
ｰ
ﾝ
(ｱ
ｺ
ﾞ
ﾆ
ｽﾄ

) 
－

 
10

-6
～

10
-5

M
 

AR
ﾚ
ﾎﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼﾞ
ｰ
ﾝ
(ｱ
ﾝ
ﾀ
ｺ
ﾞﾆ
ｽ
ﾄ
) 

－
 

10
-6
～

10
-5

M
 

AR
親
和
性

 
10

-3
M

に
お
い
て

13
%

 
10

-5
～

10
-3

M
 

TR
α

 
－

 
<1

0-
4 M

 

   
環
境
省

 
 

TR
β

 
－

 
<1

0-
4 M

 
注
）
I
C
50
値
(
標
識
さ
れ
た
ホ
ル
モ
ン
と
受
容
体
と
の
結
合
を

5
0%
阻
害
す
る
濃
度
)
、
PC

50
値
(
E2

等
が
誘
導
す
る
化
学
発
光
強
度
の

5
0
%の

活
性
を
誘
導
す
る
濃
度
)、

E
c
x
10
値
(バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
値
の

10
倍
の

化
学
発
光
強
度
比
を
示
す
濃
度
)
等
が
得
ら
れ
た
場
合
は
そ
の
値
を
記
載
し
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
最
大
反
応
値
と
そ
の
濃
度
を
示
し
た
。
 

た
だ
し
、
有
意
差
検
定
を
行
い
、
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
―
と
し
た
。
 

sakuma
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試
験
結
果

の
ま

と
め
表
（
案
）

 
ト
リ
フ
ェ

ニ
ル
ス
ズ
（
塩

化
ト
リ
フ

ェ
ニ
ル
ス
ズ
）

 
（
１
）
生

体
内
(
in
 v
iv
o)
試
験

 
μ

g/
kg

/d
ay

 
m

g/
kg

/d
ay

 
1.

1 
11

 
10

7 
37

0 
1.

11
7 

備
考

 
 

実
施
機
関

 
 

試
験
区
分

  
用
量

 
 

0.
01

5 
0.

15
 

1.
5 

5 
15

 
pp

m
 

 
環
境
省

 
 

 
１
世
代
試
験

 
Ｄ

 
Ｄ

 
Ｃ

 
F1

雄
：
体
重
の
低
値

 
Ｃ

 
F0

母
動
物
：
摂
餌
効
率
の
高
値

 
Ｐ

 
F1

雌
：
血
中

T 3
濃
度
の
低
値

 

Ａ
※

 
 混
餌

42
日
間

 

注
）
Ａ
：
影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い

る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)
付
近
で
有
意
な
所
見
が
認
め
ら
れ
た
。
 

Ｂ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
。
 

Ｃ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
 

E
L
,
L
O
AE
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
が
、
生
理
的
変
動
の
範
囲
内
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
 

Ｄ
：

有
意
な
反
応
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

Ｓ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
、
追
加
試
験
を
実
施
中
。
 

Ｐ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る

。
 

経
済
産
業
省
が
行
っ
た
試
験
結
果
（
－
：
陰
性
、
＋
：
陽
性
）
 

＜
※
Ａ
で
認
め
ら
れ
た
所
見
＞
 

＊
F
0
母
動
物
：
摂
餌
量
の
低
値

 

＊
F
1
哺

育
児
：
生
存
率
の
低
値
 

（
下
線
部

は
、
報
告
例
の
得
ら
れ
た
所

見
）

 
 （

２
）
試

験
管
内
(
in
 v
it
ro
)
試
験

 
実
施
機
関

 
試
験

区
分

 
試
験
結
果

 
試
験
濃
度
範
囲

 
備
考

 
ER

α
競
合
阻
害

 
2.

2×
10

-5
M

に
お
い
て

38
%

 
10

-1
1 ～

2.
2×

10
-5

M
 

 
ER

β
競
合
阻
害

 
1.

8×
10

-5
M

に
お
い
て

13
%

 
2.

2×
10

-1
1 ～

10
-4

M
 

 
E-

sc
re

en
 

－
 

10
-1

4 ～
10

-4
M

 
10

-9
～

10
-4

M
に
お
い
て
細
胞
毒
性

 
AR

ﾚ
ﾎﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼﾞ
ｰ
ﾝ
(ｱ
ｺ
ﾞ
ﾆ
ｽﾄ

) 
－

 
10

-6
～

10
-5

M
 

>0
.3
×

10
-6

M
に
お
い
て
細
胞
毒
性

 
AR

ﾚ
ﾎﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼﾞ
ｰ
ﾝ
(ｱ
ﾝ
ﾀ
ｺ
ﾞﾆ
ｽ
ﾄ
) 

－
 

10
-6
～

10
-5

M
 

>0
.3
×

10
-6

M
に
お
い
て
細
胞
毒
性

 
AR

親
和
性

 
IC

50
=1

.3
×

10
-4

M
 

10
-5
～

10
-3

M
 

毒
性
影
響
と
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た

 
TR

α
 

－
 

<2
×

10
-5

M
 

 

   
環
境
省

 
 

TR
β

 
－

 
<2

×
10

-5
M

 
 

注
）
I
C
50
値
(
標
識
さ
れ
た
ホ
ル
モ
ン
と
受
容
体
と
の
結
合
を

5
0%
阻
害
す
る
濃
度
)
、
PC

50
値
(
E2

等
が
誘
導
す
る
化
学
発
光
強
度
の

5
0
%の

活
性
を
誘
導
す
る
濃
度
)、

E
c
x
10
値
(バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
値
の

10
倍
の

化
学
発
光
強
度
比
を
示
す
濃
度
)
等
が
得
ら
れ
た
場
合
は
そ
の
値
を
記
載
し
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
最
大
反
応
値
と
そ
の
濃
度
を
示
し
た
。
 

た
だ
し
、
有
意
差
検
定
を
行
い
、
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
―
と
し
た
。
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試
験
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果

の
ま

と
め
表
（
案
）

 
ベ
ン
ゾ

フ
ェ
ノ
ン

 
（
１
）
生

体
内
(
in
 v
iv
o)
試
験

 
μ

g/
kg

/d
ay

 
m

g/
kg

/d
ay

 
実
施

機
関

 
試
験
区
分

 用
量

 
２

 
10

 
50

 
１

 
２

 
５

 
10

 
20

 
50

 
10

0 
20

0 
50

0 
備
考

 

  
環
境
省

 

  １
世
代
試
験

 

Ｃ
 

F
0
母
動
物
：
摂
餌

量
の
高
値

 

Ｃ
 

F
0
母
動
物
：
摂
餌
量

の
高
値

 Ｐ
 

F
1
雄
：
血
中

L
H
濃
度

の
高
値

 

Ｃ
 

F
1

雄
：

前
立

腺
背

葉
(
絶

対
、
相
対
)重

量
の
低
値

 
Ｐ

 
F
1

雄
：

脾
臓

(
絶

対
、

相

対
)
重
量
・
血
中

F
S
H
濃
度

の
低
値
 

F
1
雌
：
血
中
エ
ス
ト
ラ
ジ

オ
ー
ル
濃
度
の

低
値

 

 
 

 
 

Ａ
※

1  
 

Ａ
※

2  
 

 
  強
制
経
口

42
日
間

 

子
宮
増
殖
ｱ
ｯｾ
ｲ
 

ｴ
ｽ
ﾄ
ﾛ
ｼ
ﾞｪ
ﾝ
作
用

 
 

 
 

 
 

－
 

 
 

－
 

 
 

＋
 

皮
下
７
日
間

 
卵
巣
摘
出

 
子
宮
増
殖
ｱ
ｯｾ
ｲ
 

抗
ｴ
ｽ
ﾄ
ﾛｼ
ﾞ
ｪ
ﾝ作

用
 

 
 

 
 

 
－

 
 

 
＋

 
 

 
＋

 
皮
下
７
日
間

 
卵
巣
摘
出

 
子
宮
増
殖
ｱ
ｯｾ
ｲ
 

 
 

 
 

－
 

 
 

－
 

 
 

－
 

 
皮
下
３
日
間

 
ﾊ
ｰ
ｼ
ｭ
ﾊ
ﾞｰ
ｶ
ﾞ
ｰｱ
ｯ
ｾ
ｲ
 

ｱ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｼﾞ
ｪ
ﾝ作

用
 

 
 

 
－

 
 

 
－

 
 

 
－

 
 

 
強
制
経
口

10
日
間
、

 
去
勢

 
ﾊ
ｰ
ｼ
ｭ
ﾊ
ﾞｰ
ｶ
ﾞ
ｰｱ
ｯ
ｾ
ｲ
 

抗
ｱ
ﾝ
ﾄ
ﾞﾛ
ｼ
ﾞ
ｪﾝ
作
用

 
 

 
 

－
 

 
 

－
 

 
 

－
 

 
 

強
制
経
口

10
日
間
、

 
去
勢

 

    
経
済
産
業
省

 

２
世
代
繁
殖
毒
性
試
験

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
実

施
中

(設
定

用
量

は

未
公
開

) 
注
）
Ａ
：
影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い

る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)
付
近
で
有
意
な
所
見
が
認
め
ら
れ
た
。
 

Ｂ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
。
 

Ｃ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
が
、
生
理
的
変
動
の
範
囲
内
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
 

Ｄ
：

有
意
な
反
応
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

Ｓ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
、
追
加
試
験
を
実
施
中
。
 

Ｐ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る

。
 

経
済
産
業
省
が
行
っ
た
試
験
結
果
（
－
：
陰
性
、
＋
：
陽
性
）
 

＜
※
Ａ
で
認
め
ら
れ
た
所
見
＞
 

＜
Ａ

1
で

認
め
ら
れ
た
所
見
＞

 
＊
F
0
母
動
物
：
飲
水
量
の
高
値
 

＊
F
1
雄
：
腎
臓
(絶

対
、
相
対
)
重
量

・
血
中

L
H
濃
度
の
高
値

、
血
中
エ
ス
ト
ラ
ジ
オ
ー
ル
濃
度
・
血
中

F
S
H
濃
度
の
低
値
（
た
だ
し
、
下
線
部
は

F
0
で
の
報
告
例
）
 

＊
F
1
雌

：
副
腎
(絶

対
、
相
対
)
重
量
・
血
中

L
H
濃
度
の
高
値
、
血
中
エ
ス
ト
ラ
ジ
オ
ー
ル
濃
度
の
低
値

 

＜
Ａ

2
で

認
め
ら
れ
た
所
見
＞

 
＊
F
0
母
動
物
：
摂
餌
量

・
出
産
児
数
の
低
値

、
妊
娠
期
間
の
延
長
 

＊
F
1
哺

育
児
：
生
存
出
生
率
・
生
存
率
の
低
値
 

＊
F
1
雄

：
AG
D
(絶

対
、
相
対
)
長
・
血
中

L
H
濃
度
の
高
値
、
胸
部
残
存
乳
頭
・
血
中

FS
H
濃
度
の
低
値
、
精
細
管
変
性
 

＊
F
1
雌

：
腎
臓
(絶

対
、
相
対
)
重
量

・
血
中

L
H
濃
度
の
高
値

（
た
だ
し
、
下
線
部
は

F
0
で
の
報
告
例
）
 

（
下
線
部

は
、
報
告
例
の
得
ら
れ
た
所

見
）
 

sakuma

sakuma
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    （
２
）
試

験
管
内
(
in
 v
it
ro
)
試
験

 

実
施
機
関

 
試
験
区
分

 
試
験
結
果

 
試
験
濃
度
範
囲

 
ER

α
競
合
阻
害

 
10

-4
M

に
お
い
て

5%
 

10
-9
～

10
-4

M
 

ER
β
競
合
阻
害

 
10

-5
M

に
お
い
て

5%
 

10
-9
～

10
-4

M
 

E-
sc

re
en

 
PC

50
=3

.7
×

10
-5

M
 

10
-9
～

10
-4

M
 

AR
ﾚ
ﾎﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼﾞ
ｰ
ﾝ
(ｱ
ｺ
ﾞ
ﾆ
ｽﾄ

) 
－

 
10

-6
～

10
-4

M
 

AR
ﾚ
ﾎﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼﾞ
ｰ
ﾝ
(ｱ
ﾝ
ﾀ
ｺ
ﾞﾆ
ｽ
ﾄ
) 

IC
50

=1
.1
×

10
-4

M
 

10
-6
～

10
-3

M
 

AR
親
和
性

 
IC

50
=4

.9
×

10
-4

M
 

10
-6
～

10
-3

M
 

TR
α

 
－

 
<1

0-
4 M

 

   
環
境
省

 
 

TR
β

 
－

 
<1

0-
4 M

 
注
）
I
C
50
値
(
標
識
さ
れ
た
ホ
ル
モ
ン
と
受
容
体
と
の
結
合
を

5
0%
阻
害
す
る
濃
度
)
、
PC

50
値
(
E2

等
が
誘
導
す
る
化
学
発
光
強
度
の

5
0
%の

活
性
を
誘
導
す
る
濃
度
)、

E
c
x
10
値
(バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
値
の

10
倍
の

化
学
発
光
強
度
比
を
示
す
濃
度
)
等
が
得
ら
れ
た
場
合
は
そ
の
値
を
記
載
し
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
最
大
反
応
値
と
そ
の
濃
度
を
示
し
た
。
 

た
だ
し
、
有
意
差
検
定
を
行
い
、
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
―
と
し
た
。
 

 

sakuma
２５

sakuma



   

sakuma
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sakuma





  
試
験
結
果

の
ま

と
め
表
（
案
）

 
オ
ク
タ
ク

ロ
ロ
ス
チ
レ
ン

 
（
１
）
生

体
内
(
in
 v
iv
o)
試
験

 
μ

g/
kg

/d
ay

 
m

g/
kg

/d
ay

 
実
施

機
関

 
試
験
区
分

 
 

2.
4 

12
 

60
 

30
0 

２
 

20
 

50
 

20
0 

備
考

 

  
環
境
省

 

  １
世
代
試
験

 

Ｃ
 

F1
雌
：
妊
娠
黄
体
数
の

高
値

 

Ｄ
 

Ｃ
 

F1
雌
：
子
宮
（
絶
対

・
相
対
）

重
量
の
低
値

 
Ｐ

 
F1

雌
：
子
宮

ER
β

m
RN

A
発

現
量
の
高
値

 

Ｃ
 

F1
雄
：
精
巣
上
体
（
絶
対
・
相

対
）
重
量
の
高
値

 
Ｐ

 
F1

雌
：
子
宮

ER
β

m
RN

A
発

現
量
の
高
値

 

 
 

Ａ
※

 
 

  強
制
経
口

42
日
間

 

子
宮
増
殖
ｱ
ｯｾ
ｲ
 

 
 

 
 

－
 

－
 

 
－

 
皮
下
３
日
間

 
経
済
産
業
省

 
ﾊ
ｰ
ｼ
ｭ
ﾊ
ﾞｰ
ｶ
ﾞ
ｰｱ
ｯ
ｾ
ｲ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実
施
中

 
注
）
Ａ
：
影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い

る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)
付
近
で
有
意
な
所
見
が
認
め
ら
れ
た
。
 

Ｂ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
。
 

Ｃ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
が
、
生
理
的
変
動
の
範
囲
内
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
 

Ｄ
：

有
意
な
反
応
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

Ｓ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
、
追
加
試
験
を
実
施
中
。
 

Ｐ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る

。
 

経
済
産
業
省
が
行
っ
た
試
験
結
果
（
－
：
陰
性
、
＋
：
陽
性
）
 

＜
※
Ａ
で
認
め
ら
れ
た
所
見
＞
 

＊
F
0
母
動
物
：
小
葉
中
心
性
肝
細
胞
肥
大
、
乳
腺
小
葉
の
弱
い
増
殖
、
摂
餌
量
・
着
床
数
の
低
値
 

＊
F
1
哺

育
児
：
生
存
率
の
低
値
（
哺
育

９
日
ま
で
に
全
児
死
亡
）
 

＊
F
1
雌

：
体
重
の
低
値
 

（
下
線
部

は
、
報
告
例
の
得
ら
れ
た
所

見
）

 
 （

２
）
試

験
管
内
(
in
 v
it
ro
)
試
験

 
実
施
機
関

 
試
験
区
分

 
試
験
結
果

 
試
験
濃
度
範
囲

 
備
考

 
ER

α
競
合
阻
害

 
10

-4
M

に
お
い
て

20
%

 
10

-1
1 ～

10
-4

M
 

 
ER

β
競
合
阻
害

 
10

-5
M

に
お
い
て

19
%

 
10

-1
1 ～

2.
2×

10
-5

M
 

 
E-

sc
re

en
 

10
-5

M
に
お
い
て

E2
の

22
%

 
10

-1
0 ～

10
-5

M
 

 
AR

ﾚ
ﾎﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼﾞ
ｰ
ﾝ
(ｱ
ｺ
ﾞ
ﾆ
ｽﾄ

) 
10

-6
M

に
お
い
て

13
%

 
10

-6
～

10
-4

M
 

10
-5
～

10
-4

M
に
お
い
て
細
胞
毒
性

 
AR

ﾚ
ﾎﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼﾞ
ｰ
ﾝ
(ｱ
ﾝ
ﾀ
ｺ
ﾞﾆ
ｽ
ﾄ
) 

２
×

10
-5

M
に
お
い
て

35
%

 
10

-6
～

10
-4

M
 

3×
10

-5
～

10
-4

M
に
お
い
て
細
胞
毒
性

 
AR

親
和
性

 
10

-4
M

に
お
い
て

21
%

 
10

-6
～

10
-3

M
 

 
TR

α
 

－
 

<2
×

10
-5

M
 

 

   
環
境
省

 
 

TR
β

 
－

 
<2

×
10

-5
M

 
 

注
）
I
C
50
値
(
標
識
さ
れ
た
ホ
ル
モ
ン
と
受
容
体
と
の
結
合
を

5
0%
阻
害
す
る
濃
度
)
、
PC

50
値
(
E2

等
が
誘
導
す
る
化
学
発
光
強
度
の

5
0
%の

活
性
を
誘
導
す
る
濃
度
)、

E
c
x
10
値
(バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
値
の

10
倍
の

化
学
発
光
強
度
比
を
示
す
濃
度
)
等
が
得
ら
れ
た
場
合
は
そ
の
値
を
記
載
し
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
最
大
反
応
値
と
そ
の
濃
度
を
示
し
た
。
 

た
だ
し
、
有
意
差
検
定
を
行
い
、
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
―
と
し
た
。
 

 

sakuma
２８





    

試
験
結
果

の
ま
と
め
表
（
案
）

 

フ
タ
ル
酸

ジ
-
n
-
ブ
チ
ル
 

（
１
）
生

体
内
(
in
 v
iv
o)
試
験

 

μ
g/

kg
/d

ay
 

m
g/

kg
/d

ay
 

実
施
機
関

 
試
験
区
分

  
用
量

 
 

31
 

63
 

12
5 

25
0 

50
0 

40
 

20
0 

25
0 

1,
00

0 
備
考

 

   
環
境
省

 

   １
世
代
試
験

 

Ｓ
 

F1
雄

：
前

立
腺

背
葉

（
絶

対
・

相
対

）
重

量

の
高

値
、

包
皮

反
転

日

数
の
遅
延
、
前
立
腺

E
R

α
m
R
NA

発
現
量
の
低
値

F1
雌
：
膣
開
口
日
数
の

短
縮
、
体
重
の
低
値

 

Ｓ
 

F1
雄
：
下
垂
体
（
絶

対
・
相
対
）
重
量
の

低
値
、
前
立
腺
背
葉

（
絶
対
・
相
対
）
重

量
の
高
値

 

Ｓ
 

F1
雌

：
甲

状

腺
（
絶
対
・
相

対
）
重
量
の

低

値
 

Ｓ
 

F1
雄
：
甲

状
腺
（

絶
対

・

相
対

）
重

量
・

精
巣

上
体

（
絶

対
・

相
対

）
重

量
・

前
立

腺
背

葉
（

絶
対

・
相

対
）
重
量
・
陰
茎
（
絶

対
・

相
対
）
重
量
の
高
値

 
F1

雌
：
甲

状
腺
（

絶
対

・

相
対
）
重
量
の
低
値

 

Ｓ
 

F1
雄
：
下
垂
体
（
絶

対
・
相
対
）
重
量
の

低
値

、
前

立
腺

E
R

α
m
R
N
A

発
現

量
の

低
値
 

F1
雌
：
膣
開
口
日

数
の
短
縮

 

 
 

Ａ
※

 
 

   強
制

経
口

42
日
間

 

子
宮
増
殖
ｱ
ｯｾ
ｲ
 

 
 

 
 

 
－

 
－

 
 

－
 

皮
下
３
日
間

 
 

経
済

産
業
省

 
ﾊ
ｰ
ｼ
ｭ
ﾊ
ﾞｰ
ｶ
ﾞ
ｰｱ
ｯ
ｾ
ｲ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
実
施
中

 
注
）
Ａ
：
影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い

る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)
付
近
で
有
意
な
所
見
が
認
め
ら
れ
た
。
 

Ｂ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
。
 

Ｃ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
が
、
生
理
的
変
動
の
範
囲
内
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
 

Ｄ
：

有
意
な
反
応
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

Ｓ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
、
追
加
試
験
を
実
施
中
。
 

Ｐ
：

影
響
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
用
量
(
L
O
EL
,
L
OA
E
L
)未

満
で
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る

。
 

経
済
産
業
省
が
行
っ
た
試
験
結
果
（
－
：
陰
性
、
＋
：
陽
性
）
 

＜
※
Ａ
で
認
め
ら
れ
た
所
見
＞
 

＊
F
1
哺
育
児
：
生
存
率
の
低
値

 
＊
F
1
雄

：
AG
D
(絶

対
・
相
対
)
長

・
前
立
腺

E
Rα

m
RN
A
発
現
量
の
低
値
、
生
殖
器
及
び
副
生
殖
器
の
欠
損
・
低
形
成
・
萎
縮

 

＊
F
1
雌

：
体
重
・
下
垂
体
(絶

対
・
相
対
)
重
量
・
甲
状
腺
(
絶
対
・
相
対
)
重
量
・
子
宮

E
R
α
m
RN
A
発
現
量
・
生
存
胎
児
数
の
低
値
、
膣
開
口
日
の
遅
延

 
（
下
線
部

は
、
報
告
例
の
得
ら
れ
た
所

見
）
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    （
２
）
試

験
管
内
(
in
 v
it
ro
)
試
験

 
実
施
機
関

 
試
験
区
分

 
試
験
結
果

 
試
験

濃
度
範
囲

 
ER

α
競
合
阻
害

 
10

-4
M

に
お
い
て

22
%

 
10

-9
～

10
-4

M
 

ER
β
競
合
阻
害

 
10

-4
M

に
お
い
て

7%
 

10
-9
～

10
-4

M
 

E-
sc

re
en

 
－

 
10

-9
～

10
-4

M
 

AR
ﾚ
ﾎﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼﾞ
ｰ
ﾝ
(ｱ
ｺ
ﾞ
ﾆ
ｽﾄ

) 
－

 
10

-6
～

10
-5

M
 

AR
ﾚ
ﾎﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼﾞ
ｰ
ﾝ
(ｱ
ﾝ
ﾀ
ｺ
ﾞﾆ
ｽ
ﾄ
) 

－
 

10
-6
～

10
-5

M
 

AR
親
和
性

 
10

-4
M

に
お
い
て

17
%

 
10

-6
～

10
-3

M
 

TR
α

 
－

 
<2

×
10

-5
M

 

   
環
境
省

 
 

TR
β

 
－

 
<2

×
10

-5
M

 
注
）
I
C
50
値
(
標
識
さ
れ
た
ホ
ル
モ
ン
と
受
容
体
と
の
結
合
を

5
0%
阻
害
す
る
濃
度
)
、
PC

50
値
(
E2

等
が
誘
導
す
る
化
学
発
光
強
度
の

5
0
%の

活
性
を
誘
導
す
る
濃
度
)、

E
c
x
10
値
(バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
値
の

10
倍
の

化
学
発
光
強
度
比
を
示
す
濃
度
)
等
が
得
ら
れ
た
場
合
は
そ
の
値
を
記
載
し
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
最
大
反
応
値
と
そ
の
濃
度
を
示
し
た
。
 

た
だ
し
、
有
意
差
検
定
を
行
い
、
有
意
な
反
応
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
―
と
し
た
。
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